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中
山
義
彦
市
長

　
　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
先
般
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
負
託
を
受
け
、

第
15
代
え
び
の
市
長
と
し
て
市
政
運
営
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
4
年
間
、
え
び
の
市
の
未

来
へ
向
け
て
市
民
の
皆
様
と
共
に
挑
戦
す
る

覚
悟
を
も
っ
て
、
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
う

市
政
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
「
え
び
の
」
へ

　

昨
今
の
物
価
高
で
、
市
民
生
活
に
影
響
が

出
て
い
ま
す
の
で
、
対
策
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
本
市
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
と
人
口
構
造
の
変
化
の
対
策
と
し
て
、

人
口
減
少
の
抑
制
と
経
済
・
産
業
の
活
性
化

を
並
行
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強

化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
将
来
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
え
び
の
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

産
業
振
興
と
豊
か
な
市
民
の
暮
ら
し

　

市
内
の
各
事
業
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
例
え
ば
、
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
え
び
の
市
地
区
本
部
と
の
さ

ら
な
る
連
携
強
化
を
図
り
、
品
質
向
上
と
生

産
量
の
確
保
・
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
商
工

業
に
つ
い
て
は
、
市
内
商
工
業
振
興
と
企
業

立
地
の
促
進
、
働
き
手
、
担
い
手
確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
増
額
や
市
政
の
事
業
仕
分
け
を
行
う
こ

と
で
、
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
加
と
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
に
は
、
え
び
の
高
原
や
京
町
温
泉
な

ど
、
自
然
が
生
み
出
し
た
魅
力
あ
る
観
光
資

源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観
光
資

源
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
相
互
に
連
携

さ
せ
、
本
市
の
象
徴
的
拠
点
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
「
道
の
駅
え
び
の
」
を
軸
に
し
た
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
強
み
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

市
民
に
寄
り
添
う
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

安
心
し
た
暮
ら
し
に
は
、
医
療
環
境
の
充

実
が
不
可
欠
で
す
。
市
立
病
院
を
軸
と
し
な

が
ら
、
本
市
に
合
っ
た
医
療
体
制
の
構
築
と

強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
産
婦
人
科
の

再
始
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
介
護
、
子
育
て
に
関
す

る
支
援
な
ど
、
幅
広
い
福
祉
の
充
実
に
加
え
、

教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
で
、
全
て
の

世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
え
び
の
市
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
え
び

の
市
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
内
各

機
関
、
団
体
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民

一
人
一
人
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
皆
様
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
市
政
運
営

を
職
員
と
も
ど
も
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
今
の
物
価
高
を
は
じ
め
と
す
る
不
安
定
な

社
会
情
勢
や
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
な
ど
に
対
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
一

緒
に
乗
り
越
え
て
い
く
え
び
の
市
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
致
団
結
、
オ
ー
ル
え
び
の
で
、
共
に
え

び
の
市
の
未
来
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

昭和 22 年生まれ（78 歳）
最終学歴：昭和 41 年 3 月宮崎県立都城工業高等学校卒業

［経歴］
・株式会社間組で技術士として勤務
・平成 29 年 2 月 日本大学法学部で行政学等単位取得
・平成 29 年 9 月 えびの市議会議員（1 期目）当選
・令和 3 年 9 月 えびの市議会議員（2 期目）当選
・令和 7 年 10 月 えびの市長就任

えびの市長　中
な か や ま

山義
よ し ひ こ

彦

第
15
代
え
び
の
市
長

広報 令和7年10月号3 2



　

　

　

新
生
え
び
の
市
議
会
始
動

市
政
発
展
を
目
指
し
ま
す

　

9
月
21
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
え
び
の
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
、
新
し

い
市
議
会
議
員
10
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
選
し
た
議
員
の
任
期
は
、
令
和
7
年
9

月
26
日
か
ら
令
和
11
年
9
月
25
日
の
4
年
間

で
す
。
今
後
4
年
間
、
議
案
等
を
審
議
す
る

本
会
議
や
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
な
ど

に
出
席
し
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
事

柄
を
審
査
・
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

当
選
証
書
付
与

　

9
月
22
日
、
市
役
所
本
庁
で
、
当
選
し
た

市
議
会
議
員
に
対
し
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
本
坊
常
男
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

付
与
後
、
本
坊
委
員
長
は
、「
一
人
一
人

の
経
験
や
英
知
を
結
集
し
、
え
び
の
市
発
展

の
た
め
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　

市
議
会
議
員
改
選
後
、
初
め
て
の
臨
時
会

が
10
月
3
日
に
開
か
れ
、
議
長
と
副
議
長
な

ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
議
長

に
吉
留
優
二
氏
、
副
議
長
に
小
宮
寧
子
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
紹
介

氏
名
、
地
区
／
年
齢
／
党
派
／
期
数 

※
番
号
は
議
席
番
号

田た
ぐ
ち口 

正ま
さ
ひ
で英

上
浦
／
75
歳
／
無
所
属
／
4
期

　

松ま
つ
く
ぼ窪 

ミ
ツ
エ

今
西
／
76
歳
／
幸
福
実
現
党
／
4
期

小こ
み
や宮 

寧や
す
こ子

中
上
江
／
53
歳
／
公
明
党
／
3
期

吉よ
し
ど
め留 

優ゆ
う
じ二

上
上
江
／
59
歳
／
無
所
属
／
3
期

本ほ
ん
だ田 

英ひ
で
と
し俊

尾
八
重
野
／
63
歳
／
無
所
属
／
2
期

川か
わ
の野 

亮り
ょ
う

下
島
内
／
47
歳
／
無
所
属
／
2
期

増ま
す
だ田 

輝て
る

中
島
／
55
歳
／
無
所
属
／
1
期

末す
え
は
ら原 

由ゆ

み

こ

美
子

中
浦
／
65
歳
／
無
所
属
／
1
期

大お
で
ら
お
と
し

平
落 

哲て
つ
ろ
う郎

東
原
田
／
36
歳
／
無
所
属
／
1
期

戎え
び
す
だ
に谷 

暁あ
き
ら

下
大
河
平
／
40
歳
／
参
政
党
／
1
期
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ば
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
と
い
わ
れ

て
い
る
今
、
長
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
、
元
気
に
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
「
健
康
寿
命
」
を

延
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
寿
命

を
延
ば
す
に
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
介
護
予

防
の
た
め
の
取
り
組
み
を
楽
し
み
な
が

ら
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
の
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

や
市
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
市
の
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
高
齢
化
は
年
々
進

み
、
住
民
の
約
2
人
に
1
人
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の

2
人
に
1
人
は
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
高
齢
化
が
進
む
え
び
の
市
で

は
、
高
齢
者
一
人
一
人
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
だ

け
長
く
送
れ
る
よ
う
、
健
康
寿
命
を
延

　

フ
レ
イ
ル
に
は
、
体
重
減
少
や
筋
力

低
下
な
ど
の
身
体
的
な
変
化
だ
け
で
な

く
、
気
力
の
低
下
な
ど
の
精
神
的
な
変

化
や
社
会
的
な
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
を
防
ぐ
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
食
事
・
口
腔
ケ
ア
」
、「
社
会
参

加
」
、「
運
動
」
で
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
か

ら
、
自
分
で
実
践
で
き
る
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
、
フ

レ
イ
ル
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
機
能
の
衰
え
な
ど
、
心
身
の
機
能

が
低
下
し
た
状
態
（
フ
レ
イ
ル
）
か
ら
、

骨
折
・
転
倒
、
衰
弱
、
認
知
症
と
な
り
、

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

高
齢
期
の
健
康
を
維
持
し
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、「
持
病
を
重
症

化
さ
せ
ず
に
う
ま
く
付
き
合
う
」
こ
と

と
「
心
身
の
機
能
を
保
つ
た
め
の
フ
レ

イ
ル
予
防
」
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
高
血
圧
症
や
糖

尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
（
持
病
）
を
複

数
抱
え
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
持
病
を
悪
化
さ
せ
る
と
、
心
疾
患
や

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
循
環
器
病
や
心
身

の
衰
弱
、
障
害
を
招
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
病
気
だ
け
で
な
く
、
筋
力
や

　

加
齢
に
よ
っ
て
心
身
の
機
能
が
徐
々

に
低
下
し
、
健
康
障
害
に
陥
り
や
す

い
状
態
の
こ
と
を
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い

い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は
、
健
康
な
状
態

と
要
介
護
状
態
の
中
間
の
段
階
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル

は
、
適
切
に
予
防
す
れ
ば
、
要
介
護
状

態
に
進
ま
ず
に
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

えびの市立病院
（内科・精神科）

鈴木 康義 部長

　

有
酸
素
運
動
と
無
酸
素
運
動
を

行
う
と
、
体
の
中
の
神
経
伝
達
物

質
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
特

に
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
や
セ
ロ
ト
ニ

ン
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
が
出
る
と
、
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
り
、
元
気
・
活
力
が
出

ま
す
。
ま
た
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
出

る
と
、
気
持
ち
が
高
ま
り
、
若
々

し
さ
が
保
て
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
体
の
血
の
め
ぐ
り
も
良
く
な

り
、
体
を
健
康
に
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
が
実
施
し
て
い
る
百

歳
体
操
は
、
有
酸
素
・
無
酸
素
運

動
が
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
動
を
す
る
た
め
に
は
、
か
か

り
つ
け
医
で
定
期
的
に
診
て
も
ら

っ
て
、
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
運
動
の
効
果
も
上
が
り
、

病
気
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

若
々
し
さ
を
保
ち
、
元
気
に
な

れ
る
循
環
を
つ
く
る
こ
と
で
、
最

期
ま
で
自
宅
で
幸
せ
な
人
生
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

最
期
ま
で
自
宅
で

J-CHS基準をもとに作成　参考：Satake S,et al.Geriatr Gerontol Int 2020

次の項目のうち、当てはまる項目が多いほど、フレイルの疑いが強くなります。
要支援者 要介護者

第1位 関節疾患
19.3%

認知症
23.6％

第2位 高齢による衰弱
17.4%

脳血管疾患（脳卒中）
19.0%

第3位 骨折・転倒
16.1％

骨折・転倒
13.0％

　高血圧や糖尿病などの慢性的な病気が重症化すると、心臓病や脳卒中などの深刻な病気や障害を招
き、寝たきりなどの原因になってしまいます。生活習慣の見直しや定期的な健（検）診受診など、かかりつ
け医等と連携しながら、生活習慣病の重症化予防に努めましょう。

　日常生活を送るための機能全般を「生活機能」といいます。加齢などで心身の機能が低下することで、
要介護状態に陥ることがあります。生活習慣病の重症化予防だけでなく、栄養バランスの整った食事を摂
取し、定期的に体を動かすことが生活機能の維持・向上につながります。

こ
う 

く
う

広報 令和7年10月号7
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の
こ
・
海
藻
類
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ

ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
が
多
い
「
副
菜
」

を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、
1
日
に
必
要
な

栄
養
を
と
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

1
日
3
食
、
規
則
正
し
く
し
っ
か
り

食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
食
事
を
抜
い
た
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
を

し
た
り
し
て
い
る
と
、
低
栄
養
と
な
り
体
重
が
低
下
し
ま

す
。
3
食
規
則
正
し
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
1
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
特
に
「
人
と

の
つ
な
が
り
」
が
重
要
で
す
。
周
囲
の
家
族
や
友
人
と

声
を
か
け
合
い
、
支
え
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
期
の
食
生
活
は
、
1
食
で
も
欠

食
す
る
と
、
1
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
し
、
低
栄

養
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

毎
食
、
ご
は
ん
・
パ
ン
・
麺
類
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
「
主
食
」
、

肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
な
ど
の
タ
ン

パ
ク
質
が
多
い
「
主
菜
」
、
野
菜
・
き

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の

う
ち
、
特
に
「
社
会
参
加
」
の
機
会
が
減

少
す
る
こ
と
が
、
フ
レ
イ
ル
の
入
口
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
だ

け
で
な
く
、
趣
味
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

や
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
の
方
が

フ
レ
イ
ル
に
な
り
に
く
い
と
い
う
調
査
結

果
も
あ
り
ま
す
。
「
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

タ
ン
パ
ク
質
は
、
筋
肉
を
つ
く
る
も

と
に
な
り
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、
タ

ン
パ
ク
質
を
筋
肉
に
合
成
す
る
力
が
衰

え
て
く
る
た
め
、
タ
ン
パ
ク
質
を
毎
食

意
識
し
て
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
・
大
豆
製
品
な

ど
は
毎
食
1
～
2
品
、
牛
乳
・
乳
製
品

は
毎
日
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
る
の
が
難
し
い
人
は
、
市
販
の
お

か
ず
や
魚
の
缶
詰
を
上
手
に
活
用
し
た

り
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
す

る
こ
と
も
1
つ
の
方
法
で
す
。

※
腎
不
全
な
ど
の
持
病
が
あ
り
栄
養
制
限
が
あ
る
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
肥
満
よ
り
も
低

栄
養
に
よ
っ
て
痩
せ
る
こ
と
に
注
意
が

必
要
で
す
。
体
重
が
減
っ
て
痩
せ
て
く

る
と
、
心
身
機
能
が
低
下
し
て
フ
レ
イ

ル
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
は
、
B
M
I
（
体
格
指

数
）
の
値
「
21
・
５
～
24
・
９
」
が
目

標
範
囲
で
す
。
B
M
I

18
・
５
以
下
の

痩
せ
す
ぎ
の
人
や
意
図
せ
ず
に
半
年
で

２
kg
以
上
痩
せ
た
人
は
要
注
意
で
す
。

竹下 百香
管理栄養士

　

市
で
は
、
食
料
の
確
保
や
調
理
の
困

難
な
高
齢
者
に
対
し
て
、
訪
問
し
て

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供

し
、
在
宅
の
高
齢
者
の
食
生
活
の
改
善

や
見
守
り
を
行
う
「
高
齢
者
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
条
件
や
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
お
近
く
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●市介護保険課 地域包括支援センター　
　☎ 35-1112（直通）
●東部在宅介護支援センター（さくら苑内）　
　☎ 33-2377
●西部在宅介護支援センター（えびの涼風園内）　
　☎ 37-3085
●中部在宅介護支援センター（えびの市社会福祉協議会内）　
　☎ 35-2800
●南部在宅介護支援センター（ほうよう内）　
　☎ 25-3311

　
外
出
は
、
認
知
機
能
低
下
の
危
険
性

を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
体
力
の
向
上

や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
買
い
物
や
病
院
、
散
歩
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
外
出
の
機
会
を

維
持
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
共
通
の
趣
味
や
目
的
を
持
つ
仲
間
と

の
交
流
や
活
動
は
、
生
活
に
ハ
リ
と
楽

し
さ
を
生
み
出
し
ま
す
。
趣
味
の
サ
ー

ク
ル
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
市
内
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

舌先を上の前
歯の裏につけ
て発音

舌の奥を喉に
押し付けるよ
うに発音

舌を上顎にくっ
つけて発音

唇を破裂させ
るように発音

口腔機能が低下すると、低栄養や体力の衰えにつなが
るだけでなく、誤嚥性肺炎などを引き起こすこともあ
ります。毎日の歯磨きや義歯の手入れ、定期的な歯科
受診で、歯と口の状態をチェックしましょう。また、
口まわりの体操やマッサージをして、口腔機能を保ち
ましょう。

お問い合わせ

ご  えん
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下
半
身
の
筋
肉
を
効
果
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
る
運
動
で
す
。

※
足
腰
が
弱
い
人
は
、
写
真
の
よ
う
に
椅
子
を
使
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

タ
オ
ル
を
使
っ
て
、
上
体
ひ
ね
り
を
し
ま
す
。

　
積
極
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
筋
力
を
維
持
・
向
上
で
き
ま

す
。
高
齢
期
の
身
体
活
動
の
目
安
は
、
1
日
40
分
以
上
の
活
動
と

週
2
～
3
回
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

紹介するのは、日本レクリエーション協会 日本レクリエー
ションインストラクター 田原 芳子さんです。

①両足を肩幅に広げ、真っす
ぐに立つ

①椅子に腰かけ、タオルを両
手で持ち、腕を正面に真っす
ぐ突き出して4秒数える

②膝がつま先より前に出な
いようにゆっくりと腰を落と
し、元の姿勢に戻る

②勢いをつけずにゆっくりと
上体を真横にひねり、4秒数
えて元の位置に戻る

内
も
も
と
骨
盤
ま
わ
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動
で
す
。

①足を5㎝程度広げる
②手を重ねて膝で挟む
③息を吸って、息を吐きな
がら、手を押しつぶすように
内側に力を込める
④5秒間行ったら緩める
※お尻の穴も締めるように行いま
しょう。

腕
を
伸
ば
し
て
指
を
動
か
す
こ
と
で
、

指
と
前
腕
を
鍛
え
る
運
動
で
す
。

①手のひらはパーの状態で
腕をしっかりと伸ばす

②親指と小指の腹をつける
③①の状態に戻す

● 病気や痛みなどがある場合は、事前にかかりつけ医に相談してください。
● 各運動方法の回数は、通常の回数です。体調に合わせて調整しましょう。
● 息を止めないように、1・2・3・4…と声を出しながら行いましょう。

　

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
治
公

民
館
等
で
行
わ
れ
て
い
る
「
は
つ
ら
つ

百
歳
体
操
」
が
あ
り
ま
す
。
百
歳
体

操
は
、「
筋
力
低
下
予
防
・
筋
力
ア
ッ

プ
」、「
心
の
健
康
」
、「
社
会
参
加
」

な
ど
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
百
歳

体
操
の
実
施
に
併
せ
て
、
口
腔
体
操
や

脳
い
き
い
き
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
（
要
介
護
3
以
上
を
除
く
）
の

年
間
医
療
費
を
抽
出
し
、
百
歳
体
操
参

加
者
と
未
参
加
者
に
分
け
て
医
療
費
を

比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
百
歳
体

操
に
参
加
し
て
い
な
い
人
が
年
間
80
万

6
6
0
2
円
か
か
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
1
カ
月
に
3
回
以
上
参
加
し
て
い

る
人
は
年
間
59
万
2
7
4
円
と
な
り
、

年
間
医
療
費
が
約
20
万
円
安
く
な
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
生
活
習
慣
病
対
策
・
フ

レ
イ
ル
対
策
と
し
て
の
高
齢
者
保
健
事

業
（
健
康
部
門
）
と
高
齢
者
の
介
護
予

防
（
介
護
部
門
）
が
制
度
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
一
体
的
に
実
施
す
る
「
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
事
業
」
が
令
和
2
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
、
順
次
全
国
全
て
の
市
町
村

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
令

和
5
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

「
健
幸
」
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

健
康
部
門
と
介
護
部
門
で
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
を
支
援
し
ま
す
。

　令和5年度から令和7年度にか
けて市内各地区の百歳体操の会場
を回っています。今後、高齢者
が集まる場所で同様の取り組みを
行っていきます。興味のある団体
などは、市健康保険課市民健康係
にお問い合わせください。

　生活習慣病になる危険性が高い人やフレイルの危険性が高い人など
に対して個別の訪問を実施

　高齢者が集まる場所に出向き、健康相談や健康講話、握力・口腔機
能測定などを実施

回数の目安

10回1セット

回数の目安

10回1セット
1日2～3セット

回数の目安

2回1セット
1日3セット

回数の目安

20回1セット



 

石
坂 

ユ
ミ
さ
ん

（
駅
前
）

 

武
元 

テ
ル
子
さ
ん

（
東
長
江
浦
下
）

 

田
代 

ク
サ
ノ
さ
ん

（
中
内
竪
）

 

福
嶋 

サ
チ
子
さ
ん

（
上
原
田
）

 

丸
田 

進
さ
ん

（
西
上
江
）

 

井
園 

る
み
子
さ
ん

（
中
島
）

 

嶋
名 

義
明
さ
ん

（
中
浦
）

 

三
角
園 

ひ
と
み
さ
ん

（
末
永
）

手足に装着するおもりは、1本200ｇで、
布のカバーに入れて200ｇから2,000ｇ
までの負荷をかけることができます。その
ため、体力に自信がない人でも自分に合っ
た負荷をかけることができます

　

百
歳
体
操
は
、
筋
力
の
維
持
や
向
上

の
た
め
、
10
段
階
に
調
節
可
能
な
お
も

り
を
手
足
に
装
着
し
、
体
に
負
荷
を
か

け
て
行
う
筋
力
運
動
で
す
。
現
在
56
自

治
会
の
59
会
場
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
（
自
主
運
営
2
会
場
を
含
む
）
。

　

各
地
区
の
会
場
で
は
、
歌
や
指
体
操

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
脳
い
き
い
き
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
近
況
報
告
を
し
た
り
、
た
わ

い
の
な
い
話
で
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
も

脳
い
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　約10年百歳体操を続けていますが、
百歳体操には、いろいろな動きがあっ
て、普段使わないところなども運動でき
るのでとてもいいです。体を動かす良さ
はもちろんですが、みんなと話せるのが
楽しみです。
　百歳体操を続けること、3食しっかり
食べること、かかりつけ医で定期受診す
ることが、健康維持につながっていると
思います。

百歳体操参加者
西田 順二さん

（上上江）

DVDを見ながら口周りの体操をします  
　（かみかみ百歳体操）

お茶を飲みながら話したり笑ったりするこ
とも楽しみです

認知症予防の心がまえを全員で読み上げま
す

五十音をさまざまな順番で読み上げて脳を
活性化させます

運動前の血圧測定。はつらつサポーターが
ボランティアで運営しています

準備体操

DVDを見ながら体操

筋力体操

指体操で脳いきいき活動（栗下） おもりをつけて腕の運動（中島）

　夫が百歳体操を始めてから体が軽やか
になった気がして、私も興味が出まし
た。最初は半信半疑でしたが、実際に始
めてみると、荷物を持つときや歩くとき
など体が軽くなりました。
　サポーターになって、参加する皆さん
が心から楽しめるような場所にしたいと
思っています。なかなか一歩を踏み出せ
ない人が多いと思いますが、たくさんの
人に参加してもらえたらうれしいです。

はつらつサポーター
稲重 京子さん

（西長江浦下）



市健康保険課 市民健康係　☎ 35-1116（直通）
市介護保険課 地域包括支援センター　☎ 35-1112（直通）

お問い合わせ

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
長
く
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
、
元
気

に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
「
健
幸
」

に
過
ご
す
た
め
に
、
自
分
が
で
き
る

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
始
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

困
っ
て
い
る
こ
と
や
相
談
し
た
い

こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
分
ら
し
く

い
つ
ま
で
も
健
幸
に

広報 令和7年10月号15 広報 令和7年10月号 14
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企
業
立
地
協
定
調
印
式

産
　
業

問
市
企
業
立
地
課 

立
地
推
進
係
　
☎
35
‐
3
7
2
7
（
直
通
）

　

9
月
4
日
、市
と
株
式
会
社
ム
ロ
オ
、

八
代
丸
善
運
輸
株
式
会
社
が
企
業
立
地

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
産
業
の
振
興
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
結
ば
れ
た
も
の
で

す
。

　

え
び
の
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
に
、
八

代
丸
善
運
輸
株
式
会
社
が
物
流
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
施
設

は
令
和
8
年
2
月
に
完
成
予
定
で
、
株

式
会
社
ム
ロ
オ
が
運
営
し
、
冷
凍
食
品

や
チ
ル
ド
食
品
を
配
送
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
ム
ロ
オ
の
山
下
俊
一
郎
代

表
取
締
役
社
長
は
、「
5
年
後
、
10
年

後
も
安
定
し
て
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る

物
流
を
意
識
し
て
、
事
業
の
発
展
に
努

め
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

八
代
丸
善
運
輸
株
式
会
社
の
寺
口

賢
さ
と
る

代
表
取
締
役
社
長
は
、「
互
い
の
強

み
を
生
か
し
て
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

や
え
び
の
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

協定書に調印しました

寺口代表取締役社長と山下代表取締役社長（右から）

宝
く
じ
助
成
金
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

協
　
働

問
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
、
東
内

竪
自
治
会（
真
幸
地
区
）に
備
品
一
式
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収

入
を
財
源
に
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
自
治
会
に

備
品
が
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

事
業
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
や
強
化
を
図
り
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
東
内
竪
自
治
会
に
整
備
さ
れ

た
備
品
は
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
オ
ケ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
Ａ
Ｖ
シ
ス

テ
ム
ラ
ッ
ク
、モ
ニ
タ
ー
、キ
ャ
ス
タ
ー

付
き
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
な
ど
で
、

自
治
会
活
動
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

同
自
治
会
の
福
嶋
康
夫
自
治
会
長

は
、「
エ
ア
コ
ン
や
音
響
設
備
等
を
活

用
し
、
充
実
し
た
自
治
会
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

整備された備品

働
き
た
い
女
性
を
応
援

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

商
　
工

問
市
観
光
商
工
課 

商
工
係
　
☎
35
‐
3
7
2
8
（
直
通
）

　

市
で
は
、
女
性
の
未
来
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
、

女
性
起
業
家
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
セ

ミ
ナ
ー
事
業
と
し
て
、「
わ
た
し
ら
し

く
働
く
！
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　

働
き
た
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
も

の
の
、「
子
育
て
や
介
護
な
ど
で
就
職

や
職
場
復
帰
に
不
安
」、「
仕
事
と
育
児

を
両
立
し
た
い
」、「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で

働
き
た
い
」な
ど
の
思
い
を
持
つ
女
性

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

在
宅
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
か
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
、
デ
ザ
イ

ン
実
践
、
キ
ャ
リ
ア
相
談
ま
で
、
全
10

回
で
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】11
月
27
日（
木
）か
ら（
全
10

回
）※
左
の
画
像
参
照

【
時
間
】午
前
10
時
～
正
午

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
女
性

【
定
員
】15
人

【
受
講
方
法
】オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

※
パ
ソ
コ
ン
と
通
信
環
境
が
必
要
で

す
。

【
参
加
費
】無
料

【
申
込
期
限
】11
月
20
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】み
ら
い
株
式
会
社

（
運
営
事
務
局
）

☎
０
９
６
９
‐
24
‐
８
７
７
５

キャリアプラスプログラム開催日程

高
血
圧
と
野
菜
・
果
物

健
　
幸

問
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係
　
☎
35
‐
1
1
1
6
（
直
通
）

　

健
康
の
た
め
に
、
1
日
当
た
り
野
菜

は
３
５
０
ｇ
、
果
物
は
２
０
０
ｇ
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
令
和

4
年
度
の
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
よ

る
と
、
宮
崎
県
民
の
野
菜
摂
取
量
は
平

均
２
３
６
ｇ
、
果
物
摂
取
量
は
平
均

１
２
０
ｇ
と
、
ど
ち
ら
も
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

野
菜
、
果
物
に
は
、
他
の
食
品
か
ら

は
取
り
に
く
い
ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
、

食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
、

摂
取
量
を
増
や
す
こ
と
で
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
一

つ
で
あ
る
カ
リ
ウ
ム
は
、
余
分
な
ナ
ト

リ
ウ
ム（
食
塩
）を
体
外
に
排
出
す
る
の

を
手
助
け
し
、
高
血
圧
予
防
に
効
果
的

で
す
。
え
び
の
市
は
、
高
血
圧
治
療
中

の
人
の
割
合
が
国
・
県
と
比
較
し
て
高

い
状
況
に
あ
る
た
め
、積
極
的
な
野
菜
・

果
物
摂
取
が
必
要
で
す
。

■
食
べ
方
の
ポ
イ
ン
ト

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
、
日
々

の
食
事
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。

【
野
菜
】

・
毎
食
、
野
菜
料
理
を
取
り
入
れ
る（
外

食
や
コ
ン
ビ
ニ
利
用
時
も
）。

・
カ
ッ
ト
野
菜
や
冷
凍
野
菜
を
使
っ
て

手
軽
に
摂
取
す
る
。

・
焼
く
、
煮
る
な
ど
の
加
熱
調
理
で
か

さ
を
減
ら
す
。

【
果
物
】

・
で
き
る
だ
け
生
の
果
物
を
取
り
入
れ

る（
市
販
の
ジ
ュ
ー
ス
は
加
糖
の
も
の
、

缶
詰
は
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
の
も
の
が
多

く
、
糖
質
の
過
剰
摂
取
に
な
る
た
め
）。

※
糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
の
疾
患
が
あ

る
人
は
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

市ホームページ

セミナー内容などの詳
細は、市ホームページ
でご確認ください。
キャリアプラスプログ
ラムに関するページは、
左の QR コードから確
認できます。

■野菜 1 日当たりの目安（350g）1 皿約 70g

■果物 1 日当たりの目安（200g）いずれか 1 種類

具だくさん
みそ汁

ひじきの
煮物

ほうれん草
のおひたし

サラダ きゅうりと
わかめの酢の物

リンゴ 中 1 個 バナナ 小 2 本 ミカン 2 個



広報 広報令和7年10月号 令和7年10月号19 18

■
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
令
和
6
年
10
月

か
ら
令
和
7
年
2
月
の
間
で
確
認
さ

れ
、
特
に
1
月
に
発
生
が
急
増
し
、
串

間
市
で
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
ど

こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
（
14
県
51
事
例
、
約

９
３
２
万
羽
が
殺
処
分
）。

　

国
外
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
問
わ
ず
継
続

し
て
感
染
が
確
認
さ
れ
、
ア
ジ
ア
圏
内

で
は
、
9
月
に
発
生
し
て
い
る
状
況
で

す
。
今
年
度
も
、
国
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス

が
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高

く
、
厳
重
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
発
生
防
止
の
た
め
に
、
衛
生
管
理

区
域
内
に
侵
入
す
る
車
両
等
の
洗
浄
・

消
毒
や
鶏
舎
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
点

検
・
修
繕
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ア
フ
リ
カ
豚
熱（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）・
豚
熱（
Ｃ

Ｓ
Ｆ
）

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
は
、
平
成
30
年
８
月
3
日
、

ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て
、
中
国
で
の

発
生
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
近
隣
諸

国
に
拡
大
し
、
韓
国
全
域
で
農
場
54

件
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
４
２
５
７
件
（
約

１
１
２
２
万
頭
）の
発
生
が
確
認
さ
れ
、

国
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
（
9
月
15
日
現
在
）。

　

中
国
等
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
旅
客
携

帯
品
（
豚
肉
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
）
の
Ａ

Ｓ
Ｆ
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査
陽
性
事

例
が
、
検
疫
探
知
犬
や
口
頭
質
問
で
、

３
１
５
事
例
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
8

月
31
日
現
在
）。

　

Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
、
国
内
で
は
、
平
成
30
年

９
月
に
岐
阜
県
の
農
場
で
発
生
が
確
認

さ
れ
て
以
降
、
各
地
に
拡
大
。
九
州
で

は
、
令
和
5
年
8
月
に
佐
賀
県
内
の
養

豚
場
で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
県
内
で
は
、
４
月
9
日
に
都
城
市

で
野
生
イ
ノ
シ
シ
へ
の
感
染
が
初
め
て

確
認
さ
れ
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
感
染

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
９
月
25
日
現

在
で
18
件
）。
現
在
、
人
や
物
の
動
き

が
活
発
に
な
り
、
本
市
へ
の
ウ
イ
ル
ス

侵
入
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
で
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
や
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
発
生
防
止
の
た

め
に
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
対
策
、

人
や
車
両
の
消
毒
な
ど
の
徹
底
を
再
度

お
願
い
し
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止
に
は
、
畜
産

農
家
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
農
場
を
訪
れ
る

際
は
、必
ず
農
場
主
に
連
絡
を
入
れ
て
、

動
噴
や
踏
込
消
毒
槽
で
の
靴
底
、
タ
イ

ヤ
の
消
毒
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
間
で
豚
熱

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
人
間
に
感
染
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
豚
に
感
染

す
る
と
養
豚
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
を
山
林
か
ら
持
ち
帰

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
畜
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら

　

家
畜
が
続
け
て
死
亡
す
る
な
ど
、
異

常
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
都
城
家
畜

保
健
衛
生
所
、
ま
た
は
市
畜
産
農
政
課

畜
産
振
興
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

畜
　
産

問

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
豚
熱
の
防
疫
の
徹
底
を

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所
　
　
　
☎
0
9
8
6
‐
62
‐
5
1
5
1

農場の出入口に石灰を散布するなどの防疫の徹底をお願いします

商
　
工

問

新
た
に
4
商
品
が
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証

市
観
光
商
工
課 

商
工
係
　
☎
35
‐
3
7
2
8
（
直
通
）

　

9
月
26
日
、
市
役
所
で
「
え
び
の
市

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
書
交
付
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
の
優
良
特
産
品

を
「
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
証

し
、
付
加
価
値
を
付
け
て
広
く
売
り
出

す
こ
と
で
、
特
産
品
の
販
売
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
誘
客
効
果
や
地
域
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
さ
れ
た
特
産

品
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｎ
’
ｓ 

Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｆ

ａ
ｒ
ｍ
の
「
い
ち
ご
あ
め
フ
ロ
ー
ズ

ン
」、
明
石
酒
造
株
式
会
社
の
「
本
格

焼
酎 

明
月
」
と
「
本
格
焼
酎 

む
ぎ
神

さ
あ
」、
み
や
ぞ
の
フ
ァ
ー
ム
の
「
み

や
ぞ
の
い
ち
ご
園
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
ち
ご

ジ
ャ
ム
」
で
す
。

　

現
在
、
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
を
受

け
て
い
る
産
品
は
、
今
回
の
4
品
を
含

め
て
合
計
で
30
品
で
す
。

　

交
付
式
で
は
、
村
岡
隆
明
市
長
か
ら

Ｓ
Ｅ
Ｎ
’
ｓ 

Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ

の
仙
波
健
一
さ
ん
と
明
石
酒
造
株
式
会

社
代
表
取
締
役
の
明
石
秀
人
さ
ん
、
み

や
ぞ
の
フ
ァ
ー
ム
の
宮
園
翼
さ
ん
に
え

び
の
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

村
岡
市
長
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
認
証
を

受
け
た
商
品
と
い
う
こ
と
で
、
自
信
を

持
っ
て
ど
ん
ど
ん
販
売
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
市
と
し
て
も
付
加
価
値
が
高

ま
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

仙
波
さ
ん
は
、「
県
内
外
に
広
く
販

売
し
て
い
る
商
品
な
の
で
、
認
証
を
受

け
た
こ
と
で
、
え
び
の
市
の
ア
ピ
ー
ル

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

明
石
代
表
取
締
役
は
、「
今
回
の
認

証
を
機
に
、
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
販
売

し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

宮
園
さ
ん
は
、「
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド

と
い
う
名
が
つ
い
て
え
び
の
市
の
Ｐ
Ｒ

を
し
、
え
び
の
市
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
い
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

明石酒造株式会社の明月とむぎ神さあ

みやぞのファームのゴロゴロいちごジャム

宮園さん、明石代表取締役、仙波さん（右から）

SEN's Berry Farm のいちごあめフローズン
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大人が子どもの可能性を引き出す

9

6

　市文化センターで「第 33 回人権を考える市
民のつどい」が行われました。映画「ビリギャ
ル」の主人公モデルとなった小林さやかさんを
講師に招き、「諦めないで～すべての大人が子
どもの可能性を引き出せる～」と題して講演が
行われました。
　講演会には、226 人が来場。講演後、小林さ
んと市内中学生 4 人、飯野高校生 1 人による
意見交換会が行われました。

人権を考える市民のつどい 電気設備点検・清掃ボランティア

安心・安全な電気使用のために

9

4

　市保健センターで、小林地区電気工事業協同
組合の 5 人が、電気設備点検・清掃ボランティ
アを実施しました。これは、電気使用安全月間
に合わせて、ボランティアで電気設備の点検な
どを行い、電気使用の安全に関する知識を啓発
することを目的に、毎年実施しているものです。
　安心・安全にいつでも利用できるように、同
施設内の電圧や漏電確認、照明・空調設備など
の点検・清掃を行いました。

活力ある地域社会を目指す

9

4

　市役所で、市とヤマト運輸株式会社との「包
括連携協定に関する協定締結式」が行われまし
た。これは、同社と市が緊密に連携し、活力あ
る個性豊かな地域社会の形成やサービスの向上
を図ることを目的に締結したものです。
　今後は、防災・災害時の支援、安全・安心な
暮らし、環境保全、観光振興や観光情報の発信、
地域産業支援など、さまざまな分野で連携を強
化していきます。

ヤマト運輸株式会社との
包括連携協定に関する協定締結式 防災給食

9月1日の防災の日に合わせて

9

2

　市内の小・中学校の学校給食で、「防災給食」
が実施されました。これは、防災を考えるきっ
かけづくりとして、給食用非常食の救給コーン
ポタージュが提供されたものです。救給コーン
ポタージュは、アレルギー特定原材料等 28 品
目不使用で、加熱せずにそのまま食べられます。
　加久藤小学校 6 年の稲田玲

れ い と

斗さんは、「普通
のコーンポタージュとほとんど変わらなくて、
おいしかったです」と話していました。

私は、調理・被服・パソコンの各種検定取得に力を入れ、三冠王を目指して日々努力してい

ます。地域と連携したボランティア活動やイベントにも積極的に参加し、社会に貢献するこ

との大切さを学んでいます。生活文化科では、実践的なスキルを身に付けるとともに、資格

取得に力を入れることができます。また、進学や就職にも役立つ力を養うことができるの

が大きな魅力です。得意分野を伸ばしながら、将来に直結する力を育むことができる学科

なので、これからも積極的に挑戦し、視野を広げ、自分の可能性を見出していきたいです。

私は、探究活動を通して、多様な人 と々交流し、文化の違いやコミュニケーションの取り方

を学ぶことができました。仕事図鑑の活動で北海道を訪れた際は、他県から集まった人

たちと3日間行動を共にし、北海道の歴史や文化に触れる貴重な経験をしました。学校生

活でも、さまざまな地域から来ている仲間がいるため、日常会話の中で文化の違いを実感

し、常に新しい刺激を受けています。文化祭や体育祭、ボランティア活動では先輩・後輩と

も積極的に関わり、行事を全力で楽しむことができています。毎日が充実した学びです。

東田 莉
り あ

愛さん
生活文化科

（２年・飯野中出身）

宮崎県立飯野高等学校　☎33-0300お問い合わせ

橋口 尚
ひさよし

央さん
普通科 総合コース

（２年・上江中出身）

飯野高等学校（以下、飯野高校という）では、生徒たちが教室を飛び出し、実際の社会の中で、「自分で問いを見つける力」、

「仲間と協力して動く力」、「まず挑戦してやり抜く力」を身に付けていきます。さらに、デジタルを活用する力、多文化を理解す

る視点、地域を大切にする心も育まれます。これらは、予測不可能な時代で重要な力です。「こんな学びなら楽しそう」、「ここ

で学ばせて良かった」と思ってもらえる飯野高校の学びは、未来の社会を生きる力を育てる実践そのものです。

飯野高等学校創立60周年飯野高等学校創立60周年

学びが変わる 未来が広がる 学びが変わる 未来が広がる 飯野高校プロジェクト飯野高校プロジェクト

生徒の声 「やってみたら分かる！この学びの価値」

えびの市をベースに学び、新時代に必要な多様な力を育む活動を展開！

全国の高校生を招き、地域課題解決に
向けて学び合うサミットを企画・運営

温泉郷活性化に向けた交流イベント
「えびのスプラッシュフェス」

地域課題について自分たちができるこ
とを考え、市の担当者にプレゼン

授業で身に付けたスキルでちびっこ運
動会を企画・実践

授業の中で、未来を切り拓く事業家に
学びながら自分の問いに挑む

マダガスカルの高校生・大学生向けに
ツアーを企画。異文化交流で相互理解

アップサイクル商品の開発から販売ま
で行うプロジェクトを実践

マレーシアで8カ国の高校生と社会問
題について考える研修に参加

プロジェクト実践に向けて調査した
データをグループで分析

「0」から「1」をつくり出す力

世界の現状・課題から学ぶ力

問いから学びを始める力 人をつなぎ、チームで動く力

実行力・挑戦する力

専門知識を学び、使いこなす力 地域を未来へつなぐ力

情報活用力・デジタル力

共感力・コミュニケーション力
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えびのスプラッシュフェス

温泉水を使った水合戦

9

14

　京町地区河川公園で「えびのスプラッシュ
フェス」が行われました。これは、水鉄砲で行
う水合戦で、京町温泉の温泉水を使用して実施
されました。飯野高校の京町温泉郷活性化プロ
ジェクトスプラッシュフェス実行委員会が開催
し、市内外の 16 チーム 107 人が出場しました。
　参加した人たちは、金魚すくいで使う「ポイ」
を頭に着け、水鉄砲の打ち合いを楽しんでいま
した。

マスボクシング inえびの 梅田学園「交
通安全」杯チームチャンピオン決定戦

白熱した試合で盛り上がる

9

6・7

　市民体育館で「マスボクシング in えびの」
が開催されました。これは、令和 9 年に宮崎
県で開催される国民スポーツ大会を前に、えび
の市で行われるボクシング競技を知ってもらお
うと行われたものです。初の団体戦による全国
大会で、予選を勝ち上がった 16 チームが参加
し、白熱した試合を繰り広げました。
　6 日には、南海キャンディーズのしずちゃん
のトークショーなども行われました。

さまざまな催しを楽しむ

9

27

　文化の杜で「文化の杜秋まつり」が行われま
した。これは、市民図書館、市歴史民俗資料館、
市文化センターが合同で行っているものです。
会場では、ホール探検隊やテクスチャーアート、
グルースティック工作、楽器やニュースポーツ
の体験、市民図書館によるおはなし会などが実
施されました。
　屋外では、えびの太鼓や中高吹奏楽部による
演奏、マジックショーも行われました。

文化の杜秋まつり

交通安全功労者・優良運転者等
表彰式

交通安全活動等で他の模範に

9

24

　飯野地区コミュニティセンターで「令和 7 年
度交通安全功労者・優良運転者等表彰式」が行
われました。これは、交通安全活動に功労のあっ
た人や団体、長年無事故・無違反の優良運転者
等が表彰されるものです。今年度は、36 人と
1 つの事業者が表彰を受けました。
　表彰された白石郁

いくふみ

文さん（北岡松地区）は、
「もしものことを考えて、10 分ほどのゆとりの

ある運転が大切だと思います」と話しました。

成年後見制度について学ぶ

9

19

　市文化センターで「第 4 回中核機関つなご
イベント」が行われました。NPO 法人知多地
域権利擁護支援センター理事長の今井友乃さん
を講師に招き、「認知症と成年後見制度」の演
題で講演が行われました。
　講演の他にも、各団体の演奏や出店、絵画展、
にしもろ権利擁護推進協議会実行委員と民生委
員による寸劇なども行われました。会場には、
市内外から 244 人が来場しました。

中核機関つなごイベント ひなた場

自分の未来を考える

9

12

　加久藤中学校で中高連携事業「ひなた場」が
行われました。これは、中学生と飯野高校生が
お互いに人生を語り合う対話を通して、自分の
生き方を考えることを目的に、市内の中学校で
実施しているものです。
　参加した同中 3 年の新章太郎さんは、「先輩
の話を聞いて高校生活がさらに楽しみになりま
した。目標達成に向けてもっと勉強を頑張りた
いです」と話していました。

道の駅えびの800万人突破記念式典

来場者800万人を突破

9

21

　道の駅えびのの来場者が、通算で 800 万人
を突破し、道の駅えびので記念式典が行われま
した。800 万人目の来場者は、鹿児島県鹿児島
市の野間裕

ひろひと

人さんご家族です。式典では、野間
さんご家族に、花束やえびの産ヒノヒカリ、宮
崎牛などの記念品が贈られました。
　野間さんは、「えびの出身で、オープン当初
から帰省した際によく利用していたので、800
万人の節目に来れて光栄です」と話しました。

県内を巡って交通安全を呼びかけ

9

19

　交通安全啓発キャラバン隊が市長を訪問し、
同隊隊長の甲斐惠子さんが、宮崎県知事からの
メッセージを伝達しました。これは、秋の全国
交通安全運動に合わせて、宮崎県交通安全母の
会がキャラバン隊として県内各地を巡回し、交
通安全を呼びかけるものです。
　伝達式では、村岡隆明市長と佐藤和利えびの
警察署長から、交通安全に対する決意や信条を
書いた色紙が同隊に贈呈されました。

交通安全啓発キャラバン隊
知事メッセージ伝達式
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■110だより
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えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

公道での農機の交通事故防止を

山岳事故に注意しましょう

9月の交通事故
発生状況

人　身	 2件
物　件	 26件

本年累計	 19件
本年累計	 246件

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 3件
救　急	 90件

本年累計	 10件
本年累計	 772件
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文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 紅 葉 のシーズン が 近 づ き、紅 葉 狩りや 登 山 を
計 画している人も多 い ので は な いでしょうか。
　 毎 年、全 国 各 地で 遭 難 ・滑 落 などの 山 岳 事 故
や 登 山 中 の け が ・体 調 不 良 で 自 力 で の 下 山 が
困 難 になる事 案 が 多 数 発 生しています。
　このような 事 故 を 防ぐ に は、事 前 の 計 画、携
行 品 の 確 認、体 調 管 理 が 重 要 で す。初 め て訪 れ
る山 はもちろん のこと、登り慣 れているような 山
で もしっかりと計 画 を 立 て、万 全 の 状 態 で 登 山
を楽しみましょう。

　 公 道で の 農 機 の 交 通 事 故 は 大 きく分 けて、用
水 路 等への転 落による単 独 事 故と他の車 両から
の 追 突 事 故 の 2 種 類 があります。
　 公 道で の 農 機 による交 通 事 故 対 策 の 3 つ の ポ
イントを確 認して、事 故を防 止しましょう。

【ポイント①】確 実 な 運 転 操 作とブレーキ連 結 確
認

【ポイント②】安 全キャブ・フレームの装 着とシー
トベ ルトの 着 用

【 ポイント③ 】ランプ 類 や 低 速 車 マ ーク等 の 取り
付 け

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t
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【お問い合わせ】 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
詩

■
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句
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掘
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■えびの市電子図書館
えびの市電子図書館は、7月で1周年を迎えました。電子
図書館の総冊数が500冊以上となり、今まで以上に大人か
ら子どもまで幅広く利用できるようになりました。
操作方法も簡単です。ぜひ、ご利用ください。
電子図書館の登録は、市民図書館カウンターでできます。
登録には、図書館の利用カードが必要です。
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■平田昌広さん 絵本ライブ
絵本・児童文学作家の平田昌広さんを招き、絵本ライブイ
ベントを開催します。ぜひ、家族や友人とお楽しみくださ
い。講演会の後はサイン会があります（サインは、当日絵
本を購入した人が対象です。）。
●開催日＝11月2日（日）
●時間＝午前10時～午前11時［受付］午前9時～
●場所＝市文化センター 大研修室
●定員＝100人※申し込みが必要です。
●参加費＝無料
●申込方法＝市民図書館に直接、または電話でお申し込
みください。

お す す め の 一 冊

和菓子のひみつ
「江戸楽」編集部 著
（メイツ出版）

おばあのサーターアンダ
ギー
上條さなえ 作
こやまもえ 絵

（さ・え・ら書房）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見ることができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（11月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 5日（水）、
19日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→加久藤地区体育館

6日（木）、
20日（木） 12：45〜16：30

飯野地区コミュニティセンター 7日（金）、
21日（金） 14：50〜15：15

真幸地区体育館 12日（水）、
26日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→自衛隊官舎 14日（金）、
28日（金） 15：25〜16：30

あなたもマジシャンに！
手品教室に参加しませんか

　市では、生涯学習の一環として「手品教室」を開催し
ます。9種類の手品ができるようになります。パーティー
シーズンに向けて一芸を身に付けませんか。

【開催日】11月2日（日）
【時間】午後1時～午後3時30分
【場所】市文化センター 大研修室
【定員】30人程度
【講師】日章学園九州国際高等学校 校長 屋田 伸仁氏
【材料費】500円
【持ってくるもの】筆記用具
【申込期限】10月28日（火）まで ※定員になり次第締め

切ります。
【申込方法】市社会教育課社会教育係に

電話、または申し込みフォーム（ https://
logoform.jp/form/kUtt/1242884）から
お申し込みください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（直通）

昭和の歌声を一緒に
音楽健康教室を開催します

　市では、生涯学習講座「音楽健康教室」を開催します。
童謡唱歌や昭和の懐かしい歌を歌って、音楽を取り入れ
た手足の健康体操をして、元気になりましょう。

【開催日】11月11日、25日、12月9日、1月13日（毎回火曜、

全4回）
【時間】午後2時～午後3時30分
【場所】飯野地区コミュニティセンター 研修室1
【定員】30人程度
【講師】柚木崎 美紀代氏
【参加費】無料
【持ってくるもの】筆記用具、飲み物
【申込期限】定員になり次第締め切ります。
【申込方法】市社会教育課社会教育係に

電話、または申し込みフォーム（https://
logoform.jp/form/kUtt/1183149）か ら
お申し込みください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（直通）

携帯電話臨時ショップを開設します

　市と株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバン
ク株式会社の携帯電話事業者3社は、えびの市内におけ
る携帯電話サービスのサポートなどを確保するために、
携帯電話臨時ショップを開設しています。

【開設日】

携帯電話事業者 日程 担当ショップ・連絡先

ソフトバンク（ワ
イモバイル）の日

11 月 6 日（木）
　   　7 日（金）

ソフトバンク小林
☎ 25-0198

ドコモの日 11 月 19 日（水）
　        20 日（木）

ドコモショップ
小林駅前店
☎ 24-5252

※予約ができます。各担当ショップに電話でお申し込み
ください。

【場所】えびの駅
【開設時間】午前10時～午後4時
【サービス内容】携帯電話の機種・契約変更や新規契約、

乗り換え、機器操作に伴う相談など
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）
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これから始める大人のDXライフ
「パソコン講座」参加者募集
■パソコン・Word講座
　パソコンの入力方法、マウスの操作、ファイル作成、
作表・作図、Wordを用いた文書作成（要望に応じて回覧
板、イベント情報、案内チラシなど）をレベルに応じて4
回に分けて学習します。

【開催日】10月29日、11月5日、12日、12月3日（毎回水曜）
■Excel講座
　Excelの概要や表のけい線作成、簡単な数式の入力方法
などを4回に分けて学習します。

【開催日】①10月28日、11月11日、26日、12月2日（毎回
火曜 ※11月26日のみ水曜）
②11月14日、28日、12月5日、12日（毎回金曜）
■共通事項

【場所】市文化センター
【時間】午後1時～午後3時30分
【対象者】市内在住者
【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講

師（担当：新名）に電話、または申し
込みフォーム（ https://logoform.jp/
form/kUtt/1155227）からお申し込み
ください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。

【申込期限】各コース定員に達するまで
【その他】
・Excel講座は、希望の日程をお知らせください。
・個人所有のパソコンの持ち込みも可能です。
■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象者】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申し込みください。
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜・水曜・金曜）

環境保全型農業直接支払交付金事
業の説明会を実施します

　市では、有機農業や減農薬を行っている農業者に対し
て、環境保全型農業直接支払交付金事業の説明会を開催
します。
　環境保全型農業直接支払交付金事業とは、農業の持続
的発展と農業の有する多面的な機能を健全に発揮するこ
とを図るため、環境保全に効果の高い営農活動に対して
支援を行う事業です。この事業では、有機栽培・緑肥など
が交付対象となり、交付にはさまざまな要件があります。
　令和8年度や令和9年度から新たに事業参加を希望す
る人は、ご参加ください。

【開催日】11月14日（金）
【時間】午後1時30分～
【場所】市役所本庁 1階 1-3・4会議室

問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

令和8年度保育所等利用申し込み受
け付け

　市では、令和8年4月からの保育所等利用申し込みを受
け付けます。
■保育所・認定こども園（保育認定）

【期間】11月4日（火）～ 28日（金）
【時間】午前8時30分～午後5時15分
【場所】市こども課 子育て支援係

　保育所等を利用するためには一定の要件があります。
また、申込書には、保育を必要とする事由を証明する書
類の添付が必要です。「令和8年度特定教育・保育施設及
び特定子ども・子育て支援施設の利用案内」で確認して
ください。
　利用案内を含む申込書一式は、市こども課、飯野・真幸
出張所、市内各保育所等で配布しているほか、市ホーム

ページからもダウンロードできます。
※受付期間以降も申し込みは可能ですが、受付期間内に
提出した人から優先して入所決定します。
■幼稚園・認定こども園（教育標準時間認定）
　各園が定める日時に、各園に直接申し込んでください。
詳しくは、利用を希望する幼稚園等にお問い合わせくだ
さい。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

令和8年度放課後児童クラブ入会申
請受け付け

　市では、令和8年4月からの放課後児童クラブ入会申請
を受け付けます。

【期間】11月4日（火）～ 28日（金）
【時間】入会希望児童クラブ開所時間中
【場所】入会希望児童クラブ

　放課後児童クラブを利用するためには一定の要件があ
ります。また、入会申請書には、児童クラブに預けるこ
とができる事由を証明する書類の添付が必要です。「令
和8年度放課後児童クラブ入会案内」で確認してくださ
い。
　入会案内を含む申請書一式は、市こども課、飯野・真幸
出張所、市内各児童クラブで配布しているほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。
※受付期間以降も申し込みは可能ですが、受付期間内に
提出した人から優先して入会決定します。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

「わけもんの主張」発表者募集

　市では、令和8年1月17日（土）にえびの市で開催され
る「わけもんの主張」西諸地区大会の発表者を募集しま
す。

【募集人員】1 ～ 2人程度
【申込資格】平成8年4月2日から平成22年4月1日までに

生まれた人（15歳（中学生を除く）から29歳まで）で、次
のいずれかの要件を満たす人
①市内在住者または出身者
②市内の事業所に勤務する者
③市内の高校に通学している者

【発表内容】演題は自由です。有権者、または未来の有権
者として、政治や選挙について考えていること、感じて
いること、求めていることについて5分以内で発表でき
る内容とします。

【申込方法】市選挙管理委員会に直接、または郵送（ 11月
21日まで必着）で提出してください。

【申込期限】11月21日（金）
【その他】
・応募多数の場合は、審査の上、発表者を決定します。審
査結果は12月5日（金）までに本人に通知します。

・西諸地区大会の上位入賞者は、令和8年2月14日（土）に
宮崎市で開催される県大会で西諸地区代表として発表し
ます。

・予選の実施形態は発表会形式を予定していますが、感
染症等の流行により、ビデオ審査や書類審査等の方法で
実施する場合があります。
申・問市選挙管理委員会事務局
☎35-3732（直通）

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の定期受け付け
　市では、建設工事および測量・建設コンサルタント等
業務の定期受け付けを行います。

【受付期間】10月31日（金）まで ※土・日、祝日を除く
【受付時間】午前9時～午前11時30分、午後1時30分～午

後4時
【提出方法】市財政課入札・契約係に直接、または郵送（10

月31日までの消印有効）で提出してください。
※窓口受付は市内に本店または支店等がある事業者のみ

【有効期限】令和8年4月1日～令和10年3月31日（2年間）
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）
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結核検診未受診者は受診してくださ
い

　市では、結核検診を実施しています。まだ受診してい
ない人は、受診してください。

【対象者】1回目の結核検診を受診していない65歳以上の
市民
対象者には、11月上旬ごろ実施通知書を送付します。次
の①・②に該当する人には、実施通知書は送付しません。
①4月以降に職場や病院、施設等で胸部レントゲン検査
を受けた人で、市役所に申し出をしている人
②4月以降に市の肺がん検診または人間ドックに申し込
みをしている人

【日程および場所】

期日 場所 時間

11 月 13 日
（木）

真幸地区コミュニティセンター 9：30 ～ 11：30

真幸地区体育館 13：20 ～ 15：00

11 月 19 日
（水）

飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 11：30

市役所駐車場 13：20 ～ 15：00

11 月 20 日
（木）

飯野地区コミュニティセンター 9：30 ～ 11：30

上江地区体育館 13：20 ～ 15：00

※上記の日程は、全てリフト付検診車です。リフト付検
診車では、車いすから検診専用の車いすに乗り換えて撮
影を行います。通常の検診車での受診が困難な人も利用
できます。
問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

高齢者のインフルエンザ・新型コロ
ナウイルス感染症予防接種

　令和7年度のインフルエンザおよび新型コロナウイル
ス感染症の予防接種助成を次のとおり実施しています。
希望する人は、早めに予防接種を受けてください。

【対象者】接種日現在、市内に住所のある人で、次のいず
れかに該当する人
①65歳以上の人
②60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能
に、自己の身辺の日常生活行動が極度に制限される程度

の障がいを有する人およびヒト免疫不全ウイルスにより
免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がい
を有する人

【実施機関】12月31日（水）まで
※期間を過ぎると接種助成が受けられなくなります。土・
日、年末は休診する医療機関もあります。ご注意くださ
い。

【自己負担額】［インフルエンザ］1,500円
［新型コロナウイルス感染症］4,500円

※生活保護世帯の人は無料です。受給証明書を医療機関
に提出してください。

【接種回数】それぞれ1回
【持参するもの】マイナ保険証または資格確認書等、身体

障害者手帳（60歳以上65歳未満の対象者で持っている人
のみ）
※予診票は医療機関の窓口に置いてあります。

【留意事項】・予防接種実施医療機関には、事前予約が必
要です。体調の良いときに接種してください。

・インフルエンザ予防接種と新型コロナウイルス感染症
予防接種は、同時接種できます。

【実施医療機関】
［えびの市］

医療機関名 インフルエンザ 新型コロナ
ウイルス感染症

いしざわ循環器内科 ◯ ◯
えびの眼科こだま小児科医院 ◯ ◯

えびの共立病院 ◯
えびの市立病院 ◯ ◯

えびの整形外科医院 ◯
えびのセントロクリニック ◯ ◯

えびの第一クリニック ◯ ◯
京町温泉クリニック ◯ ◯
京町共立クリニック ◯（※ 1） ◯（※ 1）

杉原耳鼻咽喉科 ◯
前田医院 ◯ ◯

若葉クリニック ◯ ◯

［高原町］

医療機関名 インフルエンザ 新型コロナ
ウイルス感染症

川井田医院 ◯ ◯
国民健康保険高原病院 ◯ ◯

ふきやま霧島東麓クリニック ◯ ◯（※ 2）

［小林市］

医療機関名 インフルエンザ 新型コロナ
ウイルス感染症

池井病院 ◯ ◯
上田内科 ◯

沖内科・小児科医院 ◯ ◯
くすもと内科クリニック ◯ ◯

桑原記念病院 ◯ ◯
小林市立須木診療所 ◯ ◯

小林泌尿器科クリニック ◯ ◯
すわクリニック ◯ ◯

整形外科押領司病院 ◯（※ 1） ◯（※ 1）
整形外科前原病院 ◯（※ 1） ◯（※ 1）

園田病院 ◯ ◯
髙﨑皮膚科医院 ◯

立山整形外科医院 ◯
西小林診療所 ◯ ◯

ひろた内科クリニック ◯
柊山医院 ◯

ほりファミリークリニック ◯ ◯
前田内科医院 ◯ ◯

槇内視鏡内科医院 ◯ ◯
宮崎医院 ◯ ◯（※ 1）

よしむら循環器内科クリニック ◯ ◯
和田クリニック ◯ ◯

押川病院 ◯ ◯
野尻中央病院 ◯ ◯

※1 かかりつけ患者のみ実施
※2 過去に強い副反応（高熱、全身倦怠感）が認められた
人は除く
問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

高齢者活躍人材確保育成事業
「リサイクル就業体験」参加者募集
　えびの市シルバー人材センターでは、高齢者活躍人材
確保育成事業として「リサイクル就業体験」を実施しま
す。会員になって、樹木リサイクルの作業を見学・体験し
てみませんか。

【開催日】11月10日（月）

【時間】午前10時～正午
【場所】市美化センター入口 リサイクル作業所
【参加費】無料
【対象者】市内在住の60歳以上（令和8年3月31日時点で

満60歳以上）で、シルバー人材センターへの入会を考え
ている人または現在会員の人

【定員】10人
【申込方法】えびの市シルバー人材センターに電話でお

申し込みください。
【申込期限】11月5日（水）

申・問公益社団法人えびの市シルバー人材センター
☎25-3411

膠
こうげん

原病医療講演・相談会、患者・家族
交流会を開催します

　小林保健所では、膠原病医療講演会・相談会を開催し
ます。膠原病の患者・家族で交流する時間もあります。お
気軽にご参加ください。

【開催日】11月20日（木）
【時間】午後2時30分～午後4時30分
【場所】小林保健所
【講師】宮崎大学医学部附属病院 膠原病内科 梅北邦彦医

師
【講演内容】全身性エリテマトーデス・皮膚筋炎/多発性

筋炎・全身性強皮症の疾患の症状・治療とセルフケア
【内容】講演会、患者・家族交流会、講師との個別相談会

※相談会は先着3人で、事前予約制です。
【申込期限】11月14日（金）

申・問小林保健所 健康づくり課
☎23-3118
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浄化槽の法定検査を受けましょう

　浄化槽は、適正に設置され、点検と清掃が正しく行わ
れないと、機能が十分に発揮されず、川を汚す原因にな
ります。そのため、保守点検や清掃とは別に、毎年1回の
法定検査（11条検査）が法律で義務付けられています。
　法定検査は、宮崎県環境科学協会に申し込んでくださ
い。検査料金は、10人槽以下の場合は3,800円です。
　法定検査・保守点検・清掃の3つを一括して契約するこ
とで、料金の支払い先を1つにできます。一括契約につい
ては、小林衛生公社にお問い合わせください。
申・問公益財団法人宮崎県環境科学協会
☎0985-51-4331
申・問株式会社小林衛生公社
☎23-2429

緊急地震速報訓練（みやざきシェイ
クアウト）に参加しましょう

　シェイクアウト訓練とは、地震から身を守る行動「①
姿勢を低く、②体・頭を守って、③揺れが収まるまでじっ
として」を身に付ける訓練です。県民一斉防災行動訓練
として宮崎県が主催となって実施するものです。
　訓練では、南海トラフ地震が発生したとの想定で、市
内に設置してある防災行政無線から緊急地震速報が放送
されます。
　緊急地震速報が放送されたら、周りの人に声をかけな
がら、周囲の状況に応じて、慌てずにまず自分の身の安
全を確保する行動をとりましょう。

【実施日時】①11月5日（水）午前10時（全国一斉訓練放送）
②11月16日（日）午前9時（宮崎県防災訓練の実施に合わ
せて放送）
※この日時を基本に、参加者の都合によって、10月1日
から11月30日までの間に実施することもできます。

【参加費】無料
【参加方法】訓練実施日の前日までに、

インターネット、または郵送、ファク
スで登録してください。
インターネットの場合は、右のQRコー

ドから参加登録ページが確認できます。
※郵送、またはファクスでの参加登録を希望する人は、
市基地防災対策課にお問い合わせください。
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

宮崎県総合防災訓練に参加しましょ
う

　宮崎県総合防災訓練は、南海トラフ巨大地震を想定し
て、発災初動のシェイクアウト訓練や安否確認などを身
に付ける訓練と、市内の自主防災組織や市防災機関によ
る実施訓練を行うものです。ぜひ、参加して体験してみ
てください。

【実施日時】11月16日（日）午前9時～
【場所】文化の杜（防災食育センター周辺）、市民体育館
【内容】①地震から身を守る行動を身に付けるシェイク

アウト訓練や安否確認等
②市内自主防災組織の主体的な避難誘導、避難所開設・
運営訓練
③市防災機関による応急対策訓練等
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

「えびの高原紅葉トレッキング」を開
催します

　えびの市観光協会では、えびの高原の紅葉シーズンに
合わせてトレッキングを開催します。山々にこだまする
鹿の美しい鳴き声を聞きながら、紅葉で彩られたえびの
高原池めぐり自然探勝路を散策しませんか。

【開催日】11月1日（土）※雨天の場合、11月3日（月・祝）
に延期

【時間】午前10時～午後1時
【定員】20人
【集合場所】足湯の駅えびの高原
【コース】足湯の駅えびの高原～白

びゃくし

紫池～白鳥山北展望
台～白鳥山頂上～二湖パノラマ展望台～足湯の駅えびの
高原（解散後、各自で昼食）

【参加費】1,000円（ガイド料、保険料ほか）
【服装】ハイキングシューズ、長袖、長ズボン、帽子、手

袋
【持ち物】ザック、雨具、タオル、水筒、おやつ
【特典】えびの高原各施設で使える利用券、特産品（小学

生以下は特産品のみ）
【申込方法】えびの市観光協会に電話でお申し込みくだ

さい。
※新燃岳の噴火状況によっては、イベント中止や内容変
更の可能性があります。
申・問えびの市観光協会
☎35-3838

令和7年度自動車起終点調査を実施
します

　国土交通省では、自動車の利用実態の把握を目的に、
全国一斉に「全国道路・街路交通情勢調査自動車起終点
調査」を実施しています。
　国土交通省が管理する自動車登録情報から、無作為に
抽出された車両の所有者にハガキが送付されています。
調査にご協力ください。

【調査期間】9月から11月
【調査方法】調査票、またはインターネットによるアン

ケート方式で回答してください。
問宮崎河川国道事務所 計画課
☎0985-24-8502
問サポートセンター
☎0120-422-790

「令和8年成人式」を開催します

　市では、今年度に20歳を迎える皆さんをお祝いする
「令和8年成人式～ 20th Anniversary ～」を開催します。

参加する場合は、事前にお申し込みください。
【開催日】令和8年1月5日（月）
【時間】午前10時～［受付］午前9時～
【場所】市文化センター ホール

【対象者】平成17年4月2日から平成18年4月1日までに生ま
れた市内在住者または市内出身者
※進学や就職で市外に転出した人もえびの市成人式に出
席できます。

【申込方法】原則として事前申し込み制としています。令和
7年10月時点で市内に住民登録のある人に、10月中旬に案
内を発送しています。
　また、市外に居 住している市内出身者や10月下旬以
降になっても案内が届いていない人は、申し込みフォーム

（ https://logoform.jp/form/kUtt/1225779）から申し込む
か、市社会教育課社会教育係に氏名、
住所、連絡先をご連絡ください（随時、
案内状を送ります。）。
※右のQRコードから申し込みフォーム
が確認できます。

【申込期限】12月12日（金）まで
【その他】・ホール内での飲食は禁止です。
・当日の服装は自由です。
・万が一、成人式が延期や中止となった場合、振袖レンタル
費用等の補償はできません。ご了承ください。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（直通）

令和8年成人式に協賛いただける企
業・団体等を募集します

　令和8年1月に実施する「成人式」の式典後に、市内出
身の新成人者で結成した実行委員会によるアトラクショ
ンを実施します。成人式を成功させるため、実行委員で
開催準備を進めています。アトラクション用の景品を提
供いただける企業・団体等を募集します。

【申込方法】11月17日（月）までに、市社会教育課社会教
育係にご連絡ください。
※協賛品をいただいた場合は、企業・団体等名を成人式
のしおりに掲載します。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（直通）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

15,542人 （前月比 -90人）
男性／7,356人（-66人） 　女性／8,186人（-24人）
転入／38人  転出／103人  出生／3人  死亡／28人

7,558世帯 （前月比 -78世帯）

特 集 の 取 材 でたくさん の人とお 話 をさせ ていた だきま
した 。皆 さん は つらつとされていて、私の方が 元 気を

もらいました 。ありがとうございました 。（ 米 原 ）

団 体 戦 の 初 の 全 国 大 会となったマスボクシング i nえび
の。誰 で も楽しめるスポーツですが、パンチを当てな

いからこその駆け引きがとても面白かったです。（ 中川 ）（令和7年10月1日現在）

【開催日】12月14日（日）
【時間】午後2時～［開場］午後1時30分～
【場所】市文化センター ホール
【内容】［第1部］ミュージック・ハイライトコンサート
［第2部］「第九」えびの市民合唱団
【入場料】［大人（18歳以上）］2,000円
［子ども（7歳未満は入場不可）］500円

※当日券はそれぞれ500円追加となります。
※定員（520席）になり次第締め切ります。

【チケット発売開始日】11月5日（水）
【チケット取り扱い】市文化センター

問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（直通）
問えびので第九を歌う会（代表：小倉）
☎090-9653-6443

JRえびの飯野駅の放置自転車を処
分します

　市では、JRえびの飯野駅に公共自転車置き場を設置し
ています。最近、放置されたままの自転車があり、施設
の利用や景観上、支障を来しています。
　所有者は、早急に自転車を引き取ってください。11月
28日（金）までに引き取りのない自転車は、仮保管場所
に移動します。2週間程度保管し、引き取りがない場合
は処分します。
問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

■ごみのおはなし

問市美化センター　　　☎33-5782

　国では、全国で頻繁に発生しているリチウムイオ
ン電池使用製品による使用時・廃棄時の火災事故を
防ぐため、9 月から 12 月を「リチウムイオン電池
による火災防止強化キャンペーン」、11 月を「リチ
ウムイオン電池による火災防止月間」としていま
す。市美化センター内でも、過去に燃やせないごみ
の破砕機で同様の火災がありました。
　リチウムイオン電池にはリサイクルマークがつ
いています。電源コンセントを外しても、動いたり
光るものはリチウムイオン電池が使われています。
リチウムイオン電池を外せるものは外し、有害ごみ
として資源ステーションに出すか、市美化センター
に直接持ち込んでください。外せないものは、その
ままでリチウムイオン電池として取り扱います。
　事故を防ぎ、限りある資源を再利用するためにご
協力をお願いします。

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

9 月14 日 に 京 町 地 区 河 川 公
園で行われた「 えび のスプラッ
シュフェス 」。子どもから大 人
ま で、水 鉄 砲 で の 温 泉 水 を
使った 水合 戦 を 楽しんで いま
した 。

Sマークは「安全・安心・清潔」の証明

　Sマークは、厚生労働大臣認可の標準営業約款に従っ
て営業している店舗の証しです。
　 こ のSマ ー ク を 店 頭 に 表 示 し て い る 店 舗 は、「安 全

（ Safety ）」、「安心（ Standard ）」、「清潔（ Sanitation ）」が
保証され、皆さんの信頼できる店選びの大きな目安にな
ります。また、万一の場合、事故賠償基準に基づいた補
償が受けられます。
　理容店、美容店、クリーニング店、一般飲食店の店選
びは、Sマーク登録店を利用することをお勧めします。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

ご来場ください「市民表彰式典」

　市では、市の政治、経済、文化、その他各般にわたって
市政振興に寄与し、その功績が顕著な人や団体を表彰し
ます。ぜひ、ご来場ください。

【開催日】11月3日（月・祝）

【時間】午前10時～
【場所】市文化センター ホール
【被表彰者】
［教育・芸術・体育・文化部門］亀澤 矗幸さん
【入場料】無料

問市企画課 秘書係
☎35-1111（内線 302）

田の神さあの里「芸能まつり」を開催
します

　市では、えびの市芸術文化協会との共催で「芸能まつ
り」を開催します。
　市内の芸術文化活動団体から多数の団体が出演し、大
正琴演奏、舞踊、ダンス、カラオケなどを披露します。ぜ
ひ、ご来場ください。

【開催日】11月16日（日）
【時間】午後1時～［開場］午後0時30分
【場所】市文化センター ホール
【入場料】無料

問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

「えびので第九を歌う会」第13回公
演を開催します

　えびので第九を歌う会では、「えびので第九を歌う会」
第13回公演を行います。「第九」の歌詞にあやかって、市
民が手を取り合いえびの市がさらに発展していくことを
願っての公演です。プロの音楽家と市民合唱団による熱
演・熱唱を、ぜひ、ご覧ください。

【リチウムイオン電池】

市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期

10月31日（金）までに納めましょう。

■リチウムイオン電池のリサイクルマーク
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※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

● 11 月の行事予定 ※各行事については、変更になる場合があります。

日付・曜日 行事名・会場・時間
週間・月間行事

11 月 1 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
11 月 2 日（日）
11 月 3 日（月） 令和 7 年度市民表彰式（文化センター ホール 10：00 ～）

11 月 4 日（火）

文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
外国人のための日本語交流会（国際交流センター 13：00 ～ 15：00）

11 月 5 日（水）
人権相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）
行政相談（市役所 1-2 会議室 10：00 ～ 12：00）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）　

11 月 6 日（木） 臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
11 月 7 日（金） 臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
11 月 8 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
11 月 9 日（日）
11 月 10 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

11 月 11 日（火）
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
アルコール家族教室（小林保健所 13：30 ～ 15：30）
外国人のための日本語交流会（国際交流センター 13：00 ～ 15：00）

11 月 12 日（水） 金婚者祝賀会（文化センター 10：00 ～）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

11 月 13 日（木） 年金移動相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）※要予約 ☎ 0986-23-2571（都城年金事務所）
11 月 14 日（金）
11 月 15 日（土）

11 月 16 日（日）

美化センター稼働日（8：30 ～ 17：00）
芸能まつり（文化センター ホール 13：00 ～）
国際交流まつり（国際交流センター 10：00 ～ 15：00）
家庭の日

11 月 17 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

11 月 18 日（火）

母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
農業用廃プラスチック集積日「ポリフィルム」（最終処分場 9：00 ～ 15：00）
ひきこもり・こころの健康相談（小林保健所 13：30 ～ 15：30）※要予約 ☎ 23-3118
道の駅定休日

11 月 19 日（水）
オレンジカフェよかとこ（図書館学習室 9：30 ～ 11：30）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）　
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

11 月 20 日（木）
無料法律相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
県内一斉消毒の日（畜舎等の消毒を徹底しましょう）

11 月 21 日（金）

11 月 22 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
第 39 回田の神さぁの里産業文化祭（文化の杜 9：00 ～ 16：00）

11 月 23 日（日） 第 39 回田の神さぁの里産業文化祭（文化の杜 9：00 ～ 16：00）
11 月 24 日（月）

11 月 25 日（火） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

11 月 26 日（水） 図書館・歴史民俗資料館休館
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）　

11 月 27 日（木）
公証人無料相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：00）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）
市民交流喫茶（国際交流センター 10：00 ～ 11：30）
わかちあいの会［自死遺族のつどい］（小林保健所 13：00 ～ 15：00）

11 月 28 日（金）
11 月 29 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
11 月 30 日（日）
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